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金沢大学×野々市市×金城大学で地域の医療福祉ニーズを見える化 

野々市市の健康関連データを活用した共同研究を開始 
 
 
 金沢大学医薬保健研究域薬学系臨床薬学研究室を中心とし，経済学や理工学など多分

野研究者が参加する金沢大学の研究グループは，野々市市，金城大学の３者間で，野々

市市の保有する地域の健康関連データを基に，野々市市民の健康増進や，健康で暮らせ

るまちづくりに寄与する基礎データを得ることを目的として共同研究契約を締結しま

した。 
 
同研究室は，令和 4 年度より野々市市と共同で「くすりと健康プロジェクト」を展開

しています。本プロジェクトは，市内での「おくすりサロン」などの地域活動や研究活

動を通して，医薬品の適正使用を推進することにより地域住民の健康をサポートし，健

康なまちづくりに寄与することを目的としています。このたび，本プロジェクトの一環

として，地域経済学を専門とする金城大学総合経済学部と共に，野々市市が保有する健

康関連データを活用した共同研究を行うこととなりました。本研究では，国民健康保険

データベースや後期高齢者医療データベースを活用し，野々市市の医療福祉ニーズの見

える化を推進します。 
さらに、この研究成果を基にして、野々市市の地域特性に合わせた医療や介護事業の

展開を行うことで，ウェルビーイング（※）なまちづくりに寄与します。 
 

 

※ ウェルビーイング：身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること 
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